
乳児の日本語音声の知覚発達過程

背景・課題：ことばの獲得の第一歩は，赤ちゃんが自分を取り巻くことばの音声の特徴を分析し，その特
徴に合わせて知覚様式を変化させることに始まります．しかし，日本語に対するこのような知覚様式の適
応化が，いつ，どのようにして起こるのかはまだわかっていません．
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アプローチ：日本語に特有の音声構造には，促音・長母音・アクセントといったものがあります．これら
の音声構造を日本人の赤ちゃんがどのように知覚しているのか，また月齢によって知覚の精度がどのよう
に変化するのかを行動実験によって客観的に捉えることで，日本語に固有の知覚変化過程を検証しました．

到達点：対象とした各音声構造について知覚様式に変化が起こる時期を同定しました．さらに，こうした
知覚変化過程において，これまで実証されていなかった新しい知覚発達モデル（促音＝後天的形成型・長
母音＝再形成型）を見出しました．
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